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《学校教育目標》 
 

 未来を切り拓き、心豊かに 
しなやかに生きていく力の育成 

１年生は京都漆器工芸 
協同組合様を講師に迎え、 
京漆器蒔絵体験を行いまし 
た。当日は７名の匠が来て 
くださり、生徒たちに蒔絵 
を通して本物の京都の伝統 
文化を学ぶことができまし 
た。蒔絵は平安時代に京都 
で完成された伝統工芸で、 
漆器の表面に漆を使って絵 
を描き、金粉を蒔いて定着 
させる装飾技法です。今回 
は黒いお盆に紅葉などのデ 
ザインを漆で描き、その上 
に金粉をちりばめ、さらに 
赤や緑などの色彩を加え世 
界に一つしかない自分たち 
のお盆を完成させました。 
どれもとても素晴らしい作 
品が出来上がりました。ぜひ各家庭で活用してほし
いと思います。京都漆器工芸協同組合の皆様、本当
にありがとうございました。 

１年生 京漆器 蒔絵体験 

本校３年生のＳさんが「税の作文」で上京納税協

会会長賞を受賞されました。税について詳しく調

べ、歴史的背景を考察しながら、税の大切さにつ

いて考えを書いてくれました。受賞おめでとうご

ざいます。以下に紹介させていただきます 
税の変化と大切さ ３年 Ｓ・Ｎさん 

皆さんはなぜ税はできたのか、なぜ続いているのか考えた

事はありますか？私は税の歴史について調べる上でこのよ

うな疑問が生まれました。なので、歴史を見ながらこのよう

な疑問について考えていきたいと思います。まずひとつ目

の疑問「なぜ税はできたのか」についてですが、始まりは弥

生時代だそうです。魏志倭人伝に「租賦を収む。邸閣あり。」

とあり、すでに税を集めて収めていたことが記述されてい

ました。この情報から弥生時代の税は租の穀物などを収め

ることをしていたと考えられます。私は卑弥呼がなぜ税自

体を作ろうとしたのかが気になりました。そこで２世紀後

半の日本では「倭国大乱」と呼ばれる争乱の時代だと知り、

卑弥呼はこの争乱を止めるために既に税を集めて収めるこ

とを指示したのではないかと考えました。そのような卑弥

呼の考えが、今の時代でも続いていると思うとすごいこと

だなぁと思います。なぜ税はできたのかがわかったところ

で、ふたつ目の疑問「なぜ税は続いているのか」について考

えていきたいと思います。弥生時代が終わり飛鳥時代にな

ると唐の国づくりにならって租・庸・調の税制度を確立し、

土地や人民を国家が支配するようになったといいます。こ

れは、卑弥呼は争いをなくすため税を収集していたなら、土

地や人民を国家が支配する事は間違っているのではないか

と私は思いました。しかし税は途切れることなく続いてい

ます。弥生時代では米の奪い合いにならないように税を収

めていたが、飛鳥時代になると貴族への食のためだったり

して、階級が上の人へのために収めるものになってしまっ

たと捉えます。このように税も時代を遂げて変化している

ことがわかりました。ここまでの時代を見る限り、争いをな

くすためと支配するためのニ種類が「なぜ税は続いている

のか」のヒントになるのではないかと考えました。ニ種類の

ヒント以外では、鎌倉時代や室町時代がヒントになりそう

でした。この２つの時代は、商工業が発展した時代です。新

しい商工業が発展し、財源が少し変わっていると気づきま

した。商工業ができたことで税をなくすことができづらく

なったのではないかと思いましたが、安土桃山時代には刀

狩りなどを加えて支配も強まったことで国家に逆らえなく

なってしまったのではないかと思いました。税は長年にわ

たり変化を得て変わり続けてきたものだと実感しました。

しかし税はなくてはならないもので、なくなってしまうと、

みんなが自由になりすぎてしまい、争いが起きたり、逆に個

人個人が支配しあってしまったり、商工業の発展が進まな

くなってしまうのではないかと考えました。このように「な

ぜ税はできたのか」を踏まえて、私は税の大切さに気づくこ

とができました。皆さんも基本に戻り、税の大切さについて

考えてみてください。 

３年生は定期テストを行いました。中学校に入って
何回も定期テストを受けてきましたが、今回が中学
校最後の定期テストになりました。３年生は普段か
ら、教室に残って勉強する人、土曜学習に参加して
勉強する人、家で勉強する人などさまざまに頑張っ
てきました。最後のテストにも生徒たちは一生懸命
に取り組んでいました。自分の力が十分に出し切れ
ればいいなと思います。このテストが終われば残り
は卒業に向けての１か月半となります。その前に受
験が控えていますので、まずは受験をしっかりと乗
り切ってください。試験があることですので「絶対」
はありません。ここから試験日まで、油断すること
なく、できることを精一杯行うようにしてほしいと
思います。後で後悔しないように、計画や作戦を立
てて、やれることはやり切れるように、自分をしっ
かりと持ち、これからの時間をうまく使ってほしい
と思います。健康にも十分に気を付けて下さいね。 

３年生 定期テスト終了 

令和８年がスタートしました。３年生はいよいよ中学校生活を締めくくる大きな試験・検査があります。すべての教職員が皆さんを応援して
います。各自が持てる力を十分に発揮してください。あとひと踏ん張り頑張りましょう。１年生・２年生は進級する前に、１年間の振り返り
を行い、大きく成長した部分をしっかりと確認し、目標を立てる準備をしましょう。そのためにも、最後の定期テストに全力が出し切れるよ

うに頑張ってください。最後に、保護者・地域の皆様には、本年もお世話になりますが、何卒よろしくお願いいたします。 



 烏丸中

日 曜 行 事 生 徒 会 ３ 年 ・ 進路関係 備 考 ･ 和 敬
１
年

２
年

３
年

育
１

育
２

育
３ ク

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

① ② ③ ④ ⑤ 道

① ② ③ ④ ⑤

総

① ② ③ ④ 総

ＫＴ

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

① ② ③ ④ ⑤

総

／ 特 特 特 ／ ／

① ② ③ ④ 学 ／

① ② ③ ④ ⑤

総

／ 特 特 特 ／ ／

① ② ③ ④ ⑤ 総

① ② ③ ④ ⑤ 道

① ② ③ ④ ＫＴ 学

① ② ③ ④ ⑤ 総

① ② ③ ④

総 ／

① ② ③ ④ ⑤ 道

① ② ③ ④ 学 ／

① ② ③ ④ ⑤ 総

総

学

○ ○ ○ ○ ○

28 土

○ ／

×

27 金

○ ○ ○ ○ ○ ／

○

26 木 執行委員会

○ ○ ○ ○ ○ ／

○

25 水 6限34組新入生授業体験 執行委員会

○ ○ ○ ○ ○ ／24 火 前期合格発表

23 月 天皇誕生日

22 日

×

21 土

× × ○ × × ／

×

20 金 １・２年　第５回定期テスト３日目

× × ○ × × ／

×

19 木 １・２年　第５回定期テスト２日目 執行委員会

× × ○ × × ／

×

18 水 １・２年　第５回定期テスト１日目 執行委員会

○ ○ ○ ○ ○ ／

×

17 火

○ ○ × ○ ○ ／16 月 3年2限～4限特別授業

15 日

×

14 土 1,2年土曜学習会

○ ○ ○ ○ ○ ／

×

13 金 ⑥3年前期事前指導

○ ○ ○ ○ ○ ／12 木 執行委員会

×

11 水 建国記念の日

○ ○ × ○ ○ ／

○

10 火
１・２年　テスト１週間前（部活停止）
３年2～4限特別授業

○ ○ ○ ○ ○ ／9 月 ⑥3年私学事前指導

8 日 終日：選挙

○

7 土 午後：選挙準備

○ ○ ○ ○ ○ ／

×

6 金 前期一括交付

○ ○ ○ ○ ○ ／

○

5 木 1,2年チャレンジ発表会 執行委員会

○ ○ ○ ○ ○ ／

○

4 水 執行委員会

○ ○ ○ ○ ○ ／

○

3 火 生徒議会・専門委員会 公立前期一括出願

○ ○ ○ ○ ○ ／2 月

令和7（2025）年度 2　月　　　　　　　　行　事　予　定　表 給食

授 業

1 日

テ テ テ ／ ／ ／

／ ／ ／テテテ

⑤ ⑥

テ テ テ ／ ／ ／

⑥

道

① ② ③ ④ ⑤ 総

⑥⑤④③②①

キャプテン会議

ノー部活動デー

ノー部活動デー

ノー部活動デー

ＳＣ

ＳＣ

ＳＣ

エコデー

３月給食予約開始

私学統一入試

私学統一入試

前期特別選抜

前期特別選抜


